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平成２１年度森林・林業技術交流発表会開催

過去最多の３５課題参加
平成２１年度東北森林管理局森林・林業技術交流発表会は、２月４～５日の両日、昨年に続

き、イヤタカ（秋田市）に於いて開催しました。

両日は、局・署等はもとより、管内各県及び試験研究機関、業

界関係者、一般市民等からの傍聴があり、２日間で延べ3５０人

の方々が足を運んでくださり大変、盛況でした。

この発表会には、局・署等をは

じめ管内５県、市町村、大学等が

参加。森林技術部門に１６課題、森林ふれあい部門に８課題の

発表を行い、中学・高校の部には６校が参加、７課題の発表を

行いました。小学校からは、岩手県八幡平市立田山小学校の児

童が、原稿を読むことなく元気良く発表しました。

また、今年度から新設された国民の森林部門には、３課題の

発表があり、計３５課題の発表となりました。 林野庁長官賞受賞の高橋さん、尾上さんの両名

なお、特別発表が４課題あり、特別講演は、「松枯れ被害のピ

ンポイント防除について」独立行政法人森林総合研究所東北支所

中北研究調整監ら３名の研究者の方々からそれぞれ、ご講演をい

ただきました。

本発表の前段に、昨年１２月１０日、林野庁本庁において開催

された国有林野事業業務研究発表会の受賞伝達式が行われ、森林

技術部門で、「１００年先を見通した森林づくりを目指して」で

林野庁長官賞を受賞した由利森林管理署の高橋友和さんと三陸中

部森林管理署の尾上好男さんのお二人と同部門で「股バンドの着

用による刈払機作業の安全性向上について」で林業・労働災害防

止協会会長賞を受賞した津軽森林管理署金木支署の岸田周さんが、

それぞれ古久保局長から賞状の伝達を受けました。 林業・労働災害防止協会会長賞受賞の岸田さん

会場は傍聴者でいっぱい

八幡平市立田山小学校の児童達



古久保東北森林管理局長挨拶

古久保局長は、「本発表会は、森林・林業に係る技術開発や各地域

における森林環境教育の実践の成果等を持ち寄り、民国が一体となっ

て東北地方の森林・林業、木材産業の発展を目指すための情報交換の

場であり、今年も多数の発表課題を頂き開催できることに対してお礼

申し上げます。
開会式で挨拶する古久保局長

昨年１２月に「森林・林業再生プラン」が示され、強い林業の再生に向け、路網整備や

人材育成などを集中的に行い、今後、１０年以内に外材に打ち勝つ国内林業の基盤を確立

することとしており、当局においてもこれに即した取組を進めているところであります。

今年度の本発表会には、一般の部には２７課題、中学・高校の部には７課題がエントリ

ーされております。また、昨年に引き続き、小学校からの参加も１課題あり、森林・林業

への関心や交流の拡がりを示すものとして大変嬉しく思っております。さらに、発表テー

マも地域の森林・林業に根ざしたものから、最新の技術や近頃の話題を踏まえたものまで、

非常に多岐にわたる発表構成となっており、それぞれの発表内容に期待しているところで

あります。

当発表会では、森林総合研究所東北支所をはじめとする管内の研究機関から、特別講演

や特別発表もお願いしております。是非、多くの皆様にご聴講いただきたいと思います。

本発表会を通じて、多くの関係者の皆さんが交流し、森林・林業における技術の開発や交

流がなされ、各現場への技術の普及が定着・推進されますことをご祈念申し上げます。」

と挨拶しました。

発 表

「森林技術部門」では、森林施業、森林保護、森林の生理・生態、木材利用、安全、治

山の非常に多岐にわたる発表がありました。「森林ふれあい部門」では、例年にも増して、

非常に多彩で奥の深いレベルの高い発表がありました。「国民の森林部門」では、どの課

題も積極的に地域の国民の声に耳を傾けて取り組んでいこうとするものでした。

また、高等学校からは、青森、岩手、秋田各県から６校で７課題の発表がありました。

２つのスクリーンを同時に使用したり発表方法にも工夫が見られるものがありました。

森林技術部門で発表する秋田県立大学の佐藤さん→

発表で災害防止バンドの実演をする金木支署職員

「お宅の山林整備させてくだ

さい」の発表をする鷹巣農林高校の工藤君↑ 森林ふれあい部門で発表する下北署の佐藤さん



岩手県八幡平市立田山小学校５年生は「発見！森林の秘密」というテーマで、発表原稿を

暗記しており、元気良く総合学習での成果を発表しました。

審査結果

澤口勇雄岩手大学教授（審査委員長）、蒔田明史秋田県立大学教授（副委員長）、当局

平野計画部長（副委員長）の講評の後、結果が発表されました。

東北森林管理局長賞最優秀賞は、森林技術部門が「新た

なＧＰＳ機器を利用した森林管理の効率化に向けた検討に

ついて」を発表した局企画調整室の後藤敏さんと計画課の

劔持直樹さん。

森林ふれあい部門が「国有林って何ですか？に応える、

森林環境教育実施への一考察」を発表した下北森林管理署

の佐藤次郎さん、新設部

門の国民の森林部門は、

「農林水産省の道しるべ～林地残材を活用した農畜産業へ

の貢献～」を発表した由利森林管理署の有馬俊英さんが

受賞。

また、中学・ 高校

の部では「お宅の山整

備させてください～俺

たち森林バスターズ～」を発表した秋田県立鷹巣農林高

等学校が優秀賞を受賞しました。

受賞された皆さん

国民の森林部門の講評をする平野計画部長

編集雑記

今回の課題数は、過去最多となる３５課題の発

表でした。仕事をしながらの発表に心打たれる思

いです。発表されました皆様本当にお疲れ様でし

た。また、来年度も各署等からの発表をお待ちし

ております。

森林ふれあい部門：奨励賞の三陸森の会の乾さん （ｋ）

森林ふれあい部門の講評をする澤口教授

森林技術部門の講評をする蒔田教授

国民の森林部門：最優秀賞の有馬さん

森林技術部門：最優秀賞の後藤さん






